
  平成２９年 第１３回教育委員会 会議録 
日  時 平成２９年１２月２６日（火） 午後２時～午後３時 

場  所 向日市文化資料館研修室 

出席委員 永野教育長、前田委員、白幡委員、松本委員、流石委員 

事 務 局 

 

教育部長、副部長兼文化財調査事務所長、副部長兼文化資料館長、副部長

兼生涯学習課長、学校教育課長、学校教育課担当課長、学校教育課主幹２

名、図書館長、教育総務課係長、教育総務課主査 

議   題 委員会諸報告 

傍 聴 者 １人 
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開会宣言 

 

会議規則の規定により、第１２回会議録の承認について諮る。 

 

（全員意義なし） 

 

会議録は承認された。 

委員会諸報告として「向日市議会平成２９年第４回定例会一般質問答弁

要旨について」の報告を願う。 

 

― 向日市議会平成２９年第４回定例会一般質問答弁要旨について 

― 

 

（資料に沿って概要を説明） 

 

【質疑等】 

 

京都府 PTA 協議会子ども総合保険事業における「こども総合補償制度」

（正式名称：団体総合生活保険）は、加入者が被害者でも加害者でも補償

対象となるのか。 

 

被害者、加害者、事故にあった場合で補償対象となる。 

 

スマートフォンのアプリを活用したいじめや不登校対策について、現社

会環境下において、スマートフォンは児童生徒をはじめとする若者にとっ

て、自分自身の胸の内に秘めた思いを打ち明けやすいものになっている。 

対応する相談員の人材確保や人件費、スマートフォンに依存するなどの

課題はあるが、現代の児童生徒にとっては、スマートフォンは身近なもの
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であり、秘匿性もあることから、いじめの実態や不登校の児童生徒の心境

等を教職員に知らせたり、相談したりできる良いツールである。 

そのことから、このような取組は、児童生徒に馴染みやすく効果が出や

すいと考えられ導入する必要性を感じた。 

 

スマートフォンの依存性については、課題として考えていく必要があ

る。 

 

スマートフォンは、課題を生じさせることがあるが、児童生徒が自分の

心境を訴えやすいものでもある。 

いじめや不登校対策のはじめのきっかけとして、今まで気づけなかった

り、相談されなかったりしていたことが、できるようになるツールである

と考えている。 

 

保護者の来所相談、電話相談、学校への巡回教育相談を行っている「豊

かな心のサポート事業」を保護者に周知するのにスマートフォンは有効で

ある。 

また、同様にいじめや不登校の解決のはじめのきっかけとして、児童生

徒や保護者が助けや補助を求める組織を探したり連絡をとったりするツ

ールとしても有効である。 

いじめや不登校等で助けなどを求めている者が、最初にどこに支援を求

めたらいいのかみつけることができる環境を整えることが現状の課題で

あり、スマートフォンを活用した取組は、この課題を解決する有効な方法

の１つであると考える。 

 

児童生徒又はその保護者が、相談するにあたり、いきなり電話や人と直

接会って話をするということは、心理的なハードルが高い。 

スマートフォンのラインやメールを活用した手法は、はじめの相談窓口

になりやすく、より解決に結びつきやすい電話相談や人と直接会っての相

談につなげていきやすい。 

 

多チャンネル化について、アプリを活用すると窓口が広がるのは確かで

あり、窓口が広がり、相談者が増加したという報告を聞いている。 

ただ、使い方を検討しなければならない。 

柏市では、導入した「STOP it」というメッセンジャーアプリについて、

授業の一貫として、SNS 等のネット内で起こるいじめの問題などを説明し

た後、アプリの使い方や相談できる仕組みを１年生に教えている。 

受講した１年生は「STOP it」をダウンロードして、使用している頻度が

非常に高く、周知しか行っていない他の学年は、使用頻度が低いと聞いて

いる。 
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今までの学校では、危険があるため、SNS などのアプリをむやみに使用

しないよう指導しているので、アプリを使用するハードルが高くなってい

て、一般的に中学生はあまり使用することがない。 

他にもスマートフォンを活用した取組として、長野県や滋賀県では、高

校生を対象に、ラインと連携した事業を短期間で実施している。 

短期間で実施する理由としては、実際に運用してみて効果があるのか確

認するためである。 

今後、このようなスマートフォンを活用した取組を含め、多チャンネル

化の取組を検討していきたい。 

 

柏市の事業では、アプリの導入と傍観者をつくらない取組を同時に実施

している。 

良い面は多くあるが、事業に係る経費が相当かかる。 

国の補助制度で活用できるものがあるか注視していく。 

 

学校施設を利用して運営している留守家庭児童会があり、児童が分かれ

て生活を送っている現状があるが、定員数を含め今後どのようにしていく

のか。 

 

 学校施設を利用し、希望する児童を受け入れているところである。 

来年度については、現在の予測では現状のままで対応できると考えてい

るが、平成３０年１月から平成３０年度の入会申請の受付を開始するの

で、その結果を踏まえて総合的に判断していく。 

 

 体育館の一部を活用して運営しているところもあるが、そのことについ

て利用者から意見等はないか。 

 

学校施設の活用や従来からの留守家庭児童会の施設について、要望がで

ており、優先順位をつけ、対応しているところである。 

 

 可動式コンピューターとはどのようなものか。 

 

 タブレットなど容易に持ち運ぶことができ、普通教室でも使用できるも

のである。 

 なお、可動式コンピューターの導入には、無線のネット環境の整備が必

要となるので、総合的に検討していきたい。 

 

 第４向陽小学校の児童数の増加について、解決策の１つの考えとして、

老人福祉センター琴の橋に関するものはあるか。 
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 検討の中に入っていない。 

 増築等で検討していく。 

 

― 通学域弾力化の受付結果について ― 

 

平成３０年度入学予定者に係る通学域弾力化制度の受付を１１月２７

日の月曜日から１２月８日の金曜日までの２週間で実施し、その結果が出

たところである。 

一点目の調整区域制度の概要については、同じ小学校区内で、二つの通

学校区に分かれている場合、どちらの中学校でも選択を可能とする制度で

あり、市内に３か所設けている。 

二点目の部活動制度については、向日市立の中学校３校のうち、その１

校にしか設置していないクラブで、教育委員会が指定するクラブへの入部

を前提に、学校の選択を可能とするものである。 

メニューとしてあるのが、勝山中学校の体操部、西ノ岡中学校の水泳部、

寺戸中学校のバドミントン部と吹奏楽・マーチングバンド部の４つの部活

動である。 

三点目の希望校制度については、市内のどこからでも理由のいかんに関

わらず、保護者や児童生徒の希望により、入学したい学校の選択を可能と

する制度である。 

ただし、希望校制度の受入れの人数の上限は、各校の入学予定者数の１

割程度とし、希望者が多い場合は、抽選を行う。 

次に今年度の申請の状況について、申請の結果は、小学校の希望校制度

の申込みが、４１名あった。中学校では、調整区域制度の申請が１８名、

部活動制度で８名、希望校制度で２１名、計８８名の申請があった。 

希望校については、入学予定者の１割程度とするということで、１割を

超える希望があった場合は抽選を行うが、今年度については、１割程度の

範囲内に収まったので、抽選は実施せず、１２月８日の受付をもって、全

ての申請者の希望どおりとなった。 

今年度は例年に比べ、申請者数が少し減少した。 

希望校制度は小学校で年々減少傾向にあり、少子化の影響があると考え

ている。 

なお、第４向陽小学校については、昨年度と同等の人数の申込みがあり、

当初の想定していた範囲の人数におさまり、特に教室の受入れなどの当初

の計画から大きく変更する人数にはなっていない。 

 

【質疑等】 

 

全小中学校で、１割程度の範囲に収まり、希望どおりになったというこ

とか。 
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全小中学校で、１割程度の範囲内に収まり、全て希望どおりとなった。 

 

― 乙訓小学校駅伝の結果について ― 

 

１１月２５日の土曜日に行われた、乙訓小学校駅伝大会の結果につい

て、本市の最高順位は、第２向陽小学校の第３位であった。 

その他の市内の小学校の結果については、第３向陽小学校が９位、第４

向陽小学校が１０位、第６向陽小学校が１１位、第５向陽小学校が１２位、

向陽小学校が１６位であった。 

なお、昨年度の最高順位は、第５向陽小学校が２位であった。 

 

（質疑等なし） 

 

― 第１６回小中学生読書感想文コンクール表彰式について ― 

 

このコンクールは、平成１２年度から実施しているものであり、今年度

で１６回目の開催になる。 

今回は１７８人から応募があり、その内訳は、小学校低学年４４名、中

学年４７名、高学年４５名、中学生４２名であった。 

１次審査と外部の審査委員を含め行う２次審査を経て、合計３０作品を

入賞としたが、そのうちの優秀賞以上の１２名に対して、平成３０年１月

６日、土曜日に表彰式を行う。 

表彰式では市長、教育長による表彰の後、審査委員長からの講評、市長

賞受賞者４名による作品の朗読を行う。また、入賞作品は一冊の本にして、

発行する予定である。 

なお、形に残る参加賞を用意してはどうかと意見があったため、今回は

図書館で、読書手帳を作成し、図書館の PR も兼ねて応募者全員に配布す

ることとした。 

 

（質疑等なし） 

 

閉会宣言 

 

 

 

 

 

 

 



1 

諸報告資料 

 

向日市議会平成２９年第４回定例会一般質問答弁要旨について 

 

平成２９年１２月２６日   

教育総務課   
 

 平成２９年１２月６日から８日までに開催されました、向日市議会平成２９年第４回定例会一般

質問答弁につきまして、教育委員会分は以下のとおりでしたので報告します。  
 

質  問  要  旨  答    弁    要    旨  

（ 新 政 ク ラ ブ  

天 野  俊 宏 ） 

北 部 地 域 の 児 童 生 徒

数 に つ い て  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児 童 生 徒 数 の 増 加 状

況 と 対 策 に つ い て  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ４ 向 陽 小 学 校 の 今

後 ５ 年 間 及 び そ れ 以

【教育長答弁】 

第４向陽小学校及び寺戸中学校周辺の北部地域一帯については、

平成２７年から２９年までの２年間に、分譲戸数の総数が９００戸

を超える大型分譲マンション群が建設されたところである。  
これらの分譲マンションについては、特に就学前児童がいる若い

世帯の入居者が多いことから、今後の小中学校の受入れに影響を与

えることが予想されるため、教育委員会において、平成３０年度から

３４年度にかけての５年間の第４向陽小学校及び寺戸中学校の児童

生徒数見込みについて、推計を行ったところである。  
また、この推計結果を踏まえ、去る１０月３１日開催の総合教育会

議において、今後の対策等について、意見交換を行ったところであ

る。  
 

第４向陽小学校の５月１日現在の年度別全校児童数は、平成２７

年度が５４９名、２８年度が５７３名、２９年度が６１０名となって

いる。  
また、寺戸中学校の５月１日現在の年度別全校生徒数は、平成２７

年度が４７６名、２８年度が４７８名、２９年度が４９７名となって

いる。  
児童生徒の受入れに当たっての対策について、両校ともに、平成２

７年度から２８年度にかけては、クラス数の増加がなく、特段の対応

は行っていない。  
しかしながら、平成２８年度から２９年度にかけては、第４向陽小

学校で、１年生が３クラスから１クラス増加し、４クラスとなったた

め、１教室不足が生じたところであるが、教育活動に支障のないよ

う、校長と協議を行い、児童の更衣室を普通教室に転用することによ

り、受入れを図ったところである。  
なお、寺戸中学校においては、平成２９年度もクラス数の増加がな

く、従来どおり受入れを行った。  
 

先般の総合教育会議において、平成２９年度の児童生徒数及び学

級数を基礎とし、平成３０年度から３４年度までの児童生徒数及び
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降 の 状 況 に つ い て  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 要 望 ）  

北 部 地 域 の 児 童 数 の

把 握 に つ い て 、教 育 環

境 の 整 備 が 何 よ り 重

要 で あ る こ と か ら 、就

学 人 数 の 把 握 や 第 ４

向 陽 小 学 校 の 増 築 な

ど 、し っ か り 取 り 組 ん

で ほ し い 。  

 

第 ４ 留 守 家 庭 児 童 会

の 今 後 の 状 況 に つ い

学級数の推計結果を示したところである。  
 推計結果は、第４向陽小学校で、平成２９年度の全児童数は６１０

名であり、特別支援学級を除く学級数は１９クラスであるが、今後、

全児童数及び特別支援学級を除く学級数が、それぞれ、平成３０年度

に６３３名で２１クラス、３１年度に６５４名で２２クラス、３２年

度に６９４名で２４クラス、３３年度に７３８名で２５クラス、３４

年度に８０２名で２６クラスとなることが見込まれる。  
現在、第４向陽小学校では、普通学級に転用可能な教室数が最大３

教室であることから、校長と協議を行い、平成３１年度の２２クラス

までは現在の施設で教室の用途を変更することにより、児童の受入

れを行うよう、調整を図っているところである。  

しかしながら、平成３２年度以降については、クラス数が利用可能

な既存の教室数を超過することが見込まれることから、施設面にお

いて早急に対策を講じる必要があると考えている。  

一方で、将来的には少子化の中で児童数の減少を見据えておく必

要があるが、第４向陽小学校については、喫緊の対応として、施設増

築等に係る調査及び設計のための経費を、今後、新年度予算の中で要

望していきたい。  
また、平成３５年度以降の５年間の推計について、市北部地域に新

たに入居した世帯は、若い世帯が多く、今後も新たな出生が想定され

ることから、第４向陽小学校及び寺戸中学校では、引き続き、児童生

徒数や学級数が増加していくことが考えられる。  
一方で、先の総合教育会議においても、これからの少子化社会を見

据えて、市内の学校施設全体の在り方を踏まえた長期的・広域的な視

野での検討をしていかなければならないとの意見もあり、今後、この

ような見地に立った調査・研究も必要であると考えている。  

 したがって、教育委員会としては、関連部署とも緊密に連携しなが

ら、北部地域をはじめ、市内における男女別の年齢階層別人口や世帯

状況、出生率の分析や検討を行い、今後、市内の各小中学校に就学が

見込まれる児童生徒数の長期的な推計に努めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ４ 向 陽 小 学 校 の 児 童 数 の 増 加 に 伴 い 、第 ４ 留 守 家 庭 児 童

会 に お い て も 、入 会 児 童 数 は 年 々 増 加 を し て お り 、学 校 施 設
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て  

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 要 望 ）  

北 部 地 域 の 児 童 数 に

つ い て 、第 ４ 向 陽 小 学

校 と 同 様 に 留 守 家 庭

児 童 会 の 受 入 れ も し

っ か り 取 り 組 ん で ほ

し い 。  

 

自 転 車 保 険 に つ い て  

児 童 生 徒 等 へ の 対 応

に つ い て  

 

 

 

 

 

 

 

 

PTA へ の 周 知 や 啓 発 に

つ い て  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を 活 用 す る 中 で 、 受 入 れ を 行 っ て い る 状 況 で あ る 。  

 今 後 の 入 会 児 童 数 の 増 加 状 況 に よ る が 、現 時 点 で は 、直 ち

に 施 設 面 の 対 策 が 必 要 な 状 況 に は な く 、来 年 度 の 入 会 状 況 を

踏 ま え 、 更 に 今 後 の 推 計 に 努 め た い と 考 え て い る 。  

 ま た 、保 護 者 の ニ ー ズ が 多 様 化 し て い る 中 、民 間 施 設 の 動

向 も 注 視 す る 必 要 が あ り 、第 ４ 留 守 家 庭 児 童 会 の 施 設 に つ い

て は 、今 後 、学 校 施 設 の 増 築 等 の 検 討 と 併 せ て 総 合 的 に 判 断

し て い き た い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 教 育 部 長 答 弁 】  

本 年 ９ 月 に 京 都 府 か ら 府 内 で の 自 転 車 損 害 保 険 等 へ の 加

入 が 義 務 化 さ れ る 旨 を 周 知 す る ポ ス タ ー 、パ ン フ レ ッ ト 、チ

ラ シ が 各 市 町 教 育 委 員 会 に 送 付 さ れ 、加 入 の 促 進 及 び 周 知 に

協 力 す る よ う 依 頼 が あ っ た こ と か ら 、各 学 校 長 に 対 し て 、本

市 教 育 委 員 会 か ら 同 様 の 通 知 を 発 出 し た と こ ろ で あ る 。  

 現 在 、各 学 校 内 に ポ ス タ ー を 掲 示 し 、パ ン フ レ ッ ト 、チ ラ

シ を 配 架 す る な ど 、 自 転 車 損 害 保 険 等 の 加 入 義 務 化 に つ い

て 、児 童 生 徒 だ け で な く 来 校 者 や 保 護 者 に 対 し て も 周 知 を 図

っ て い る と こ ろ で あ る 。  

 

 京 都 府 PTA 協 議 会 で は 、「 子 ど も 達 が 安 全 安 心 の 中 で の 学

校 生 活 並 び に 日 常 生 活 が 送 れ る こ と が で き る こ と を 目 的 」と

し て 、 「 子 ど も 総 合 保 険 事 業 」 を 実 施 し て い る 。  

 補 償 内 容 と し て は 、自 転 車 事 故 を は じ め と す る 法 律 上 の 賠

償 責 任 な ど が 含 ま れ て い る 。  

 京 都 府 PTA 協 議 会 に よ る と 、「 子 ど も 総 合 保 険 へ の 加 入 促

進 の た め 、こ れ ま で か ら 本 市 PTA 連 絡 協 議 会 を は じ め 、各 市

町 の PTA 連 絡 協 議 会 等 か ら の 要 請 に 応 じ 、保 険 制 度 の 説 明 を

実 施 し て い る 」と の こ と で あ っ た の で 、教 育 委 員 会 か ら も 再

度 、 本 市 PTA 連 絡 協 議 会 へ そ の 旨 を 情 報 提 供 し て い き た い 。 

 広 報 む こ う や ホ ー ム ペ ー ジ 、回 覧 な ど と 併 せ て 、教 育 委 員

会 と し て も 、「 京 都 府 自 転 車 の 安 全 な 利 用 の 促 進 に 関 す る 条

例 」の 改 正 主 旨 を 踏 ま え 、来 年 ４ 月 か ら の 自 転 車 損 害 保 険 加

入 の 義 務 化 に 向 け 、 児 童 生 徒 へ の 啓 発 チ ラ シ の 配 布 を は じ

め 、 校 長 会 や 本 市 PTA 連 絡 協 議 会 等 へ 機 会 あ る ご と に 周 知 ・



4 

 

 

（ 日 本 共 産 党 議 員 団  

常 盤  ゆ か り ） 

遺 跡・史 跡 の 活 用 に つ

い て  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 要 望 ）  

今 後 、３ D 計 測 に よ る

デ ジ タ ル デ ー タ 等 を

活 用 し 、長 岡 京 跡 に つ

い て 多 く の 方 に 知 っ

て も ら う た め 、具 体 的

に し っ か り と 取 り 組

ん で ほ し い 。  

 

教 育 の 諸 課 題 に つ い

て  

い じ め の 認 知 件 数 に

つ い て  

啓 発 に 努 め た い 。  

 

【 市 長 答 弁 】  

長 岡 宮 跡 出 土 の 牛 車 わ だ ち 跡 模 型 に つ い て 、教 育 委 員 会 に

お い て 、昨 年 １ ０ 月 に 山 城 郷 土 資 料 館 を 訪 問 し 、模 型 の 現 状

を 確 認 の 上 、 活 用 で き る か ど う か を 検 討 し た 。  

 模 型 は 、山 城 郷 土 資 料 館 の 収 蔵 庫 で 、適 切 な 温 湿 度 管 理 の

下 で 大 切 に 保 管 さ れ て き た こ と か ら 、一 見 、元 の 姿 を 保 っ て

い る が 、製 作 か ら ５ ０ 年 を 経 過 し た 模 型 で あ る た め 、角 材 や

石 膏 そ の も の に は 、か な り の 傷 み や 劣 化 が 確 認 さ れ 、移 動 が

極 め て 困 難 で あ る と の 報 告 を 受 け た の で 、貴 重 な 模 型 の 形 状

を 、 最 新 の デ ジ タ ル 技 術 で あ る ３ D 計 測 に よ る 保 存 が で き る

か 試 す よ う 指 示 し 、 記 録 保 存 し た と こ ろ で あ る 。  

 わ だ ち 跡 模 型 は 、長 さ ６ ４ ８ セ ン チ 、幅 ３ ０ ８ セ ン チ 、高

さ ６ ６ セ ン チ と 非 常 に 大 き な も の で あ る こ と か ら 、仮 に 展 示

す る こ と が で き た と し て も 、従 来 行 っ て き た「 く ら し の 道 具

展 」や 埋 蔵 文 化 財 の 調 査 成 果 展 な ど の テ ー マ 展 を 開 催 で き な

く な る た め 、 ３ D 計 測 に よ る デ ジ タ ル デ ー タ を 利 用 し た 写 真

パ ネ ル や 映 像 番 組 等 で 、活 用 を 図 る の が 効 果 的 で あ る と 考 え

て い る 。  

 現 在 、文 化 資 料 館 に お い て 、長 岡 宮 の 造 営 工 事 の 様 子 を 知

る こ と が で き る 貴 重 な 資 料 で あ る わ だ ち 跡 を 紹 介 す る 映 像

番 組 を 制 作 中 で あ り 、来 年 度 当 初 に は 公 開 で き る よ う 、準 備

を 進 め て い る と こ ろ で あ る 。  

 ま た 、 私 の 希 望 で あ る が 、 ３ D 計 測 に よ る デ ジ タ ル デ ー タ

を 活 用 し 、 将 来 的 に は ３ D プ リ ン タ ー に よ っ て 模 型 と し て 再

現 で き な い か と 思 っ て い る 。  

 長 岡 京 跡 の 発 掘 調 査 成 果 を 広 く 公 開 し て い く た め 、今 後 と

も 、 展 示 の 充 実 に 努 め て い き た い と 考 え て い る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教育長答弁】 

 京 都 府 教 育 委 員 会 の「 い じ め 調 査 」で は 、い じ め は ど の 児

童 生 徒 に も 、ど の 学 校 で も 起 こ り う る も の で あ る と し て 、年

２ 回 の 調 査 を 通 じ て 、 い じ め の 実 態 把 握 を 行 う こ と に よ り 、
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市 の 現 状 に つ い て  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行 き す ぎ た 指 導 に つ

い て  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

早 期 発 見 ・ 早 期 対 応 に つ な げ て い く こ と を 目 的 と し て い る 。 

 こ う し た こ と か ら 、「 い じ め 調 査 」で は 、い じ め 防 止 対 策

推 進 法 に お け る い じ め の 定 義 を 踏 ま え 、平 成 ２ ５ 年 度 か ら 児

童 生 徒 が「 嫌 な 思 い を し た 」こ と を 広 く い じ め と し て 認 知 し

て い る 。  

 さ ら に 、京 都 府 で は 、ア ン ケ ー ト 結 果 を 踏 ま え た 全 児 童 生

徒 へ の 個 別 の 聞 き 取 り を 行 い 、一 人 一 人 の 状 況 把 握 を 積 極 的

に 進 め て い る こ と か ら 、全 国 で 最 も 高 い 認 知 件 数 に な っ て い

る も の と 考 え て い る 。  

  

 本 年 ７ 月 に 実 施 し た １ 回 目 調 査 の 認 知 件 数 は 、小 学 校 で ８

７ １ 件 、前 年 度 比 で １ ０ １ 件 増 加 し 、中 学 校 で は ６ ６ 件 、前

年 度 比 で ６ 件 の 減 少 と な っ て お り 、小 中 学 校 合 わ せ た 千 人 当

た り で 、認 知 件 数 が ２ ０ ５ .５ 件 に な り 、き め 細 か な 実 態 把 握

に 努 め て い る と こ ろ で あ る 。  

 認 知 件 数 の ９ ７ ％ は 、解 消 し て お り 、残 り の ３ ％ は 、教 職

員 が 組 織 的・継 続 的 に 指 導 や 経 過 観 察 を 行 っ て い る 状 況 で あ

る 。  

 い じ め の 態 様 と し て は 、最 も 多 い の が「 冷 や か し や か ら か

い 、悪 口 や 脅 し 文 句 、嫌 な こ と を 言 わ れ る 」、次 に「 軽 く ぶ

つ か ら れ た り 、 遊 ぶ ふ り を し て 叩 か れ た り 、 蹴 ら れ た り す

る 」、第 ３ に「 仲 間 は ず れ 、集 団 に よ る 無 視 を さ れ る 」と い

っ た も の で 、こ れ ら ３ つ の 対 応 が 、全 体 の ６ ５ ％ を 占 め て い

る 。  

 ま た 、生 命 、心 身 又 は 財 産 に 重 大 な 被 害 が 生 じ る な ど 、重

大 事 態 に つ い て は 生 じ て い な い 。  

 経 過 観 察 の 必 要 な 児 童 生 徒 に つ い て も 、 担 任 は も と よ り 、

学 校 全 体 で 組 織 的 に 指 導 や 見 守 り を 続 け 、本 人 が 安 心 し て 学

校 生 活 を 送 れ る よ う 再 発 防 止 に つ な げ て い る と こ ろ で あ る 。 

 

 本 年 ３ 月 に 福 井 県 池 田 町 に お い て 、中 学 ２ 年 生 が 自 ら 命 を

絶 つ と い う 大 変 痛 ま し い 事 案 が 発 生 し て い る 。  

 こ の 事 案 の 背 景 に は 、 宿 題 等 の 課 題 提 出 の 遅 れ を 理 由 に 、

教 員 が 生 徒 の 性 格 や 行 動 の 特 性 、 気 持 ち を 理 解 し な い ま ま 、

大 声 で の 叱 責 や 執 拗 な 指 導 を 繰 り 返 す と い っ た 不 適 切 な 対

応 が あ っ た と 認 識 し て い る 。  

 ま た 、教 員 の 執 拗 な 指 導 に つ い て 家 庭 か ら 不 満 を 訴 え ら れ

て い た 事 実 を 管 理 職 が 知 り な が ら 、適 切 に 対 応 し な か っ た こ

と な ど 、学 校 に お け る 組 織 的 な 対 応 の 欠 如 も 大 き な 要 因 で あ

る と 考 え て い る 。  

 こ の 事 案 に つ い て は 、 １ １ 月 の 本 市 校 長 会 で も 取 り 上 げ 、

児 童 生 徒 に 対 し て 、時 に は 叱 責 も 必 要 で あ る が 、精 神 的 に 追

い 詰 め る こ と に つ な が り か ね な い こ と な ど の 留 意 点 に 加 え 、
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教 職 員 の 多 忙 化 に つ

い て  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 要 望 ）  

い じ め や 教 職 員 の 多

忙 化 は 数 字 の 問 題 で

は な く 、学 校 の 教 職 員

と 児 童 生 徒 が 、生 き 生

き と 学 校 生 活 を 送 る

こ と が で き る か が 重

要 で あ る 。  

教 員 の 多 忙 化 に つ い

て も 勤 務 時 間 の 把 握

が 目 的 で は な く あ く

ま で 手 段 で あ り 、今 後

も 向 日 市 独 自 の 改 善

の 取 組 を 進 め て ほ し

い 。  

 

（ 新 政 ク ラ ブ  

清 水  敏 行 ） 

学 校 給 食 に つ い て  

 

 

共 感 的 な 姿 勢 で 児 童 生 徒 を 理 解 す る と と も に 、適 切 な 生 徒 指

導 の 在 り 方 に つ い て 再 確 認 し た と こ ろ で あ る 。  

  

 教 育 委 員 会 に お い て は 、こ れ ま で か ら 特 別 支 援 教 育 支 援 員

の 配 置 な ど 、勤 務 負 担 の 軽 減 に 努 め て き て お り 、ま た 、本 年

度 は 校 務 支 援 シ ス テ ム に 新 た な ソ フ ト を 導 入 し 、情 報 機 器 の

活 用 に よ る 校 務 の 一 層 の 効 率 化 を 図 っ て い る と こ ろ で あ る 。 

 各 学 校 に お い て は 、「 退 勤 時 刻 の 設 定 」や「 中 学 校 に お け

る 部 活 動 休 養 日 の 設 定 」な ど 、そ れ ぞ れ の 状 況 に 応 じ て 、教

員 の 負 担 軽 減 に 向 け た 取 組 を 始 め て い る と こ ろ で あ る 。  

 ま た 、中 央 教 育 審 議 会 の「 学 校 に お け る 働 き 方 改 革 特 別 部

会 」は 、今 後 の 方 策 に つ い て の 中 間 ま と め（ 案 ）で 、業 務 改

善 を 進 め て い く 基 礎 と し て 、全 て の 教 職 員 の 勤 務 時 間 を 把 握

す る こ と を 掲 げ 、さ ら に 、現 在 、学 校 の 教 員 が 担 っ て い る 業

務 の 一 部 を 教 育 委 員 会 や 地 域 ボ ラ ン テ ィ ア が 担 う な ど 、 学

校・教 員 が 担 う 業 務 の 明 確 化・適 正 化 に つ い て の 方 向 性 を 提

示 し た 。  

 教 育 委 員 会 と し て は 、こ の よ う な 国 の 動 向 に も 注 視 し な が

ら 、現 在 、教 員 の 勤 務 時 間 の 把 握 方 法 に つ い て 検 討 し て い る

と こ ろ で あ り 、 さ ら に 、 京 都 府 教 育 委 員 会 と も 連 携 を 図 り 、

長 時 間 勤 務 の 改 善 に 向 け 取 り 組 ん で い き た い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 教 育 部 長 答 弁 】  

第 ２ 向 陽 小 学 校 で は 、こ れ ま で 毎 年 、５ 年 生 の 総 合 学 習 に

お い て 、物 集 女 地 域 の 協 力 の 下 、旭 米 づ く り を 行 っ て き た と

こ ろ で あ り 、昨 年 度 は「 伝 え よ う 私 た ち の 物 集 女 」を テ ー マ

に 、旭 米 の 栽 培 及 び 収 穫 、お に ぎ り づ く り を 通 し た「 ふ る さ
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（ 要 望 ）  

旭 米 に つ い て 、年 に １

回 で も ２ 回 で も 良 い

の で 学 校 給 食 に お い

て 活 用 し て ほ し い 。  

 

（ 飛 鳥 井  佳 子 ）  

老 人 福 祉 セ ン タ ー 琴

の 橋 に つ い て  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 公 明 党 議 員 団  

冨 安  輝 雄 ） 

プ ロ グ ラ ミ ン グ 教 育

に つ い て  

必 修 化 に つ い て  

 

 

 

 

 

と 学 習 」 を 実 施 し た と こ ろ で あ る 。  

 「 旭 米 」を 学 校 給 食 に 使 っ て 地 産 地 消 を 図 っ て い く こ と に

つ い て 、学 校 給 食 で 使 用 す る お 米 は 、安 心 安 全 で か つ 安 定 し

た 供 給 が 不 可 欠 で あ る こ と か ら 、現 在 、基 本 的 に 全 て の お 米

を 京 都 府 学 校 給 食 会 か ら 購 入 し て い る と こ ろ で あ る 。  

 学 校 給 食 で 旭 米 を 使 用 す る こ と に つ い て は 、栽 培 量 が 少 な

い こ と に よ る 安 定 供 給 や 価 格 の 問 題 な ど が あ る が 、物 集 女 が

発 祥 と さ れ る「 旭 米 」は 本 市 の 貴 重 な 財 産 で あ り 、次 代 へ 伝

え て い く こ と の 大 切 さ や 地 産 地 消 の 観 点 か ら 、一 定 数 の 作 付

が 見 込 ま れ た ら 、現 在 進 め て い る 中 学 校 給 食 に お い て 、例 え

ば 、地 元 食 材 の 日 を 設 け て 献 立 に 取 り 入 れ る こ と が で き る か

ど う か 、 今 後 、 検 討 し て い き た い 。  

 

 

 

 

 

 

 

【 教 育 長 答 弁 】  

第 ４ 向 陽 小 学 校 で は 、老 人 福 祉 セ ン タ ー「 琴 の 橋 」を 利 用

し て い る 方 々 と 、学 年 ご と に 、世 代 間 の 交 流 を 目 的 と し た 学

習 活 動 を 行 っ て き た と こ ろ で あ る 。  

 祖 父 母 の 年 齢 に 近 い 利 用 者 の 方 か ら 、直 接 、茶 道 や 陶 芸 な

ど を 教 え て も ら っ た り 、料 理 や 昔 遊 び を 一 緒 に し た り す る な

ど の 交 流 を 行 っ て い る 。  

 学 校 か ら は 、こ う し た 取 組 に よ り 、世 代 を 超 え た ふ れ あ い

の 場 を 持 つ こ と は 、児 童 の 豊 か な 情 操 を 育 む 上 で 実 り 多 い も

の で あ る と 聞 い て お り 、教 育 委 員 会 と し て は 、今 後 も 、引 き

続 き 、学 び の 環 境 に し っ か り 対 応 し つ つ 、児 童 と 利 用 し て い

る 高 齢 者 の 方 と の 交 流 の 機 会 を 確 保 で き る よ う 支 援 し て い

く 。  

 

【 教 育 長 答 弁 】  

新 し い 学 習 指 導 要 領 で 必 修 化 さ れ る プ ロ グ ラ ミ ン グ 教 育

は 、児 童 が プ ロ グ ラ ミ ン グ を 体 験 し な が ら 、コ ン ピ ュ ー タ に

意 図 し た 処 理 を 行 わ せ る た め に 必 要 な 論 理 的 思 考 力 を 身 に

付 け る た め の 学 習 活 動 で あ り 、各 教 科 等 を 通 じ て 実 施 す る も

の で あ る 。  

 そ の ね ら い は プ ロ グ ラ ミ ン グ の 技 能 を 習 得 す る こ と で は

な く 、プ ロ グ ラ ミ ン グ 的 思 考 を 身 に 付 け 、コ ン ピ ュ ー タ の 働

き を よ り よ い 人 生 や 社 会 づ く り に 生 か そ う と す る 態 度 を 育

む こ と な ど に あ る 。  
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ICT 活 用 状 況 に つ い て  

 

 

 

 

 

 

環 境 整 備 に つ い て  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千 葉 県 柏 市 プ ロ グ ラ

ミ ン グ 教 育 に つ い て  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今 日 、飛 躍 的 に 進 展 し 、人 々 の あ ら ゆ る 活 動 に 、今 後 一 層

浸 透 し て い く 情 報 技 術 を 、手 段 と し て 学 習 や 日 常 生 活 に 活 用

し て い く こ と が 求 め ら れ て い く 中 、小 学 校 段 階 に お い て プ ロ

グ ラ ミ ン グ 的 思 考 の 基 礎 を 培 う 教 育 は 重 要 に な る と 考 え て

い る 。  

 ま た 、プ ロ グ ラ ミ ン グ 的 思 考 に は 、各 教 科 等 で 育 ま れ る 論

理 的 な 思 考 が 大 き く 関 係 し て い る こ と か ら 、全 て の 教 育 の 基

盤 と し て 、こ れ ま で か ら 重 視 さ れ て い る 言 語 能 力 や 各 教 科 等

に お け る 思 考 力 等 を 、今 後 も し っ か り と 児 童 に 身 に 付 け さ せ

て い く こ と が 大 切 で あ る と 考 え て い る 。  

 

 本 市 で は 、主 に コ ン ピ ュ ー タ 教 室 に お い て 、小 学 校 低 学 年

で は 特 別 活 動 を 中 心 に マ ウ ス 操 作 を 、中 学 年 で は 、総 合 的 な

学 習 の 時 間 を 中 心 に ロ ー マ 字 の 入 力 や 情 報 の 検 索 を 、高 学 年

で は 、総 合 的 な 学 習 や 国 語 、社 会 等 の 時 間 に 、図 や 画 像 を 使

っ た 簡 単 な 資 料 の 作 成 を 行 っ て お り 、発 達 段 階 や 教 科 等 の 特

質 に 応 じ て 、 計 画 的 に 活 用 し て い る 。  

 

 本 市 に お け る コ ン ピ ュ ー タ １ 台 あ た り の 児 童 数 は 、本 年 ５

月 １ 日 現 在 、 ８ ． １ 人 と な っ て い る 。  

 一 方 、国 の「 第 ２ 期 教 育 振 興 基 本 計 画 」で は 、教 育 用 コ ン

ピ ュ ー タ １ 台 当 た り ３ ． ６ 人 が 目 標 と さ れ て い る 。  

 本 市 の 現 状 と 国 の 目 標 数 値 と の 差 は 、コ ン ピ ュ ー タ 教 室 の

４ ０ 台 に 加 え 、本 市 で は 導 入 さ れ て い な い 、設 置 場 所 を 限 定

し な い 可 動 式 コ ン ピ ュ ー タ ４ ０ 台 な ど が 含 ま れ て い る た め

と 考 え ら れ る 。  

 可 動 式 コ ン ピ ュ ー タ の 導 入 に つ い て は 、多 額 の 費 用 と と も

に 、機 器 の 更 新 等 の 問 題 も あ り 、教 育 活 動 の 中 で ど の よ う に

活 用 す る の が 効 果 的 で あ る の か 、先 進 地 の 事 例 を 参 考 に 、整

備 の 可 否 に つ い て 慎 重 に 検 討 し て い き た い 。  

 

 千 葉 県 柏 市 で は 今 年 度 か ら 、小 学 校 ４ 年 生 を 対 象 に 、総 合

的 な 学 習 の 時 間 の う ち ２ 時 間 を 活 用 し て 、プ ロ グ ラ ミ ン グ 教

育 を 行 っ て い る と 聞 い て お り 、柏 市 が こ の 取 組 を ど の よ う に

評 価 す る の か 、 注 視 し て い る と こ ろ で あ る 。  

 本 市 に お い て も 、今 年 度 、コ ン ピ ュ ー タ 教 室 に お い て プ ロ

グ ラ ミ ン グ の 基 礎 を 学 び 体 験 す る ク ラ ブ 活 動 を 、第 ２ 向 陽 小

学 校 及 び 第 ５ 向 陽 小 学 校 で 外 部 団 体 の 協 力 を 得 な が ら 実 施

し て い る と こ ろ で あ る 。  

  教 育 委 員 会 と し て は 、こ の よ う な ク ラ ブ 活 動 で 取 り 組 ん で

い る 内 容 を 、各 教 科 等 の 授 業 の 中 で ど の よ う に 実 施・展 開 で

き る の か 、 研 究 す る 必 要 が あ る と 考 え て い る 。  

 さ ら に 、 ICT 環 境 の 整 備 や 、 指 導 体 制 の 充 実 、 社 会 と の 連
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（ 再 質 問 ）  

プ ロ グ ラ ミ ン グ 教 育

が 未 経 験 の 教 員 が 多

く 、そ の 不 安 解 消 の た

め に は 、専 門 家 に よ る

研 修 会 が 有 効 で あ る

と 考 え る 。  

研 修 会 の 実 施 は ど の

よ う に 考 え て い る か 。 

 

学 校 で の い じ め・不 登

校 対 策 に つ い て  

 

 

 

 

向 日 市 い じ め 防 止 対

策 推 進 委 員 会 に つ い

て  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊 か な 心 の サ ポ ー ト

事 業 に つ い て  

 

 

 

携・協 働 と い っ た 課 題 も あ る こ と か ら 、今 後 、文 部 科 学 省 が

作 成・公 表 す る 予 定 の 指 導 事 例 集 や 、柏 市 を は じ め 先 進 地 の

取 組 を 参 考 に し な が ら 、本 市 の 実 情 に 応 じ た プ ロ グ ラ ミ ン グ

教 育 の 在 り 方 に つ い て 検 討 し て い き た い 。  

  

【 教 育 長 答 弁 】  

 文 部 科 学 省 が 作 成 予 定 の 指 導 事 例 集 の 中 身 を 公 表 次 第 し

っ か り 確 認 す る 。  

ま た 、国 、府 総 合 教 育 セ ン タ ー の 動 向 な ど 、広 く 情 報 収 集

し 、 年 ３ 回 の 教 職 員 研 修 で メ ニ ュ ー を 検 討 す る 。  

 

 

 

 

 

【 教 育 長 答 弁 】  

安 心 ・ 安 全 な 学 習 環 境 で な け れ ば な ら な い 学 校 に お い て 、

い じ め を は じ め 児 童 生 徒 の 人 権 が 侵 害 さ れ る こ と は 決 し て

許 さ れ な い も の で あ り 、い じ め の 早 期 発 見・早 期 解 決 に 向 け

た 施 策 は 極 め て 重 要 で あ る と 考 え て い る 。  

 

 本 推 進 委 員 会 は 、「 向 日 市 い じ め 防 止 基 本 方 針 」に 基 づ く 、

い じ め の 防 止 等 の た め の 調 査 研 究 や 審 議 、相 談 等 に 対 す る 助

言 、 重 大 事 態 に 係 る 調 査 な ど を 行 う も の で あ る 。  

 本 市 に お い て は 、現 在 ま で の と こ ろ 重 大 事 態 な ど 発 生 し て

お ら ず 、各 小 中 学 校 が 行 っ て い る「 京 都 府 教 育 委 員 会 の い じ

め 調 査 」の 結 果 や 状 況 を 報 告 し 、専 門 的 知 見 か ら の 助 言 を も

ら う な ど 、 委 員 会 を 年 ２ 回 開 催 し て い る と こ ろ で あ る 。  

 委 員 か ら は 、い じ め 調 査 に お け る「 い じ め ア ン ケ ー ト 」と 、

そ の 後 の 個 別 の 面 談 に 対 し て 、「 い じ め の 把 握 は 、法 の 定 義

に 沿 い 、子 ど も の 主 観 に よ る 認 知 で あ る が 、そ の 後 の 教 員 の

聞 き 取 り や 観 察 、組 織 的 な 対 応 が 大 切 で あ る 。」と の 意 見 や 、 

「 個 別 の 面 談 が 形 骸 化 し な い よ う 教 育 委 員 会 と し て し っ か

り と 状 況 の 報 告 を 求 め て い き 、経 過 を つ か む こ と が 重 要 で あ

る 。」な ど の 助 言 が あ り 、そ の 内 容 を 踏 ま え 、校 長 会 等 で 協

議 を 深 め 、各 小 中 学 校 に 伝 達 し 、い じ め 調 査 の 意 義 の 確 認 や

教 員 の い じ め に 対 す る 感 度 の 維 持 向 上 を 図 っ て い る 。  

 

 い じ め・不 登 校 の 未 然 防 止 と 早 期 対 応 、早 期 解 決 を 目 指 し

て 、事 務 局 に 臨 床 心 理 士 や 作 業 療 法 士 を 配 置 し 、保 護 者 の 来

所 相 談 や 電 話 相 談 へ の 対 応 、学 校 へ の 巡 回 教 育 相 談 を 行 っ て

い る 。  

 来 所 相 談 や 電 話 相 談 で は 、水 曜 日 と 木 曜 日 に 各 ４ 時 間 の 相
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千 葉 県 柏 市 に お け る

ア プ リ「 STOPit（ ス ト

ッ プ イ ッ ト ）」に つ い

て  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

談 時 間 を 設 定 し て お り 、保 護 者 の 子 育 て の 悩 み な ど を 聞 い た

り 、適 切 な ア ド バ イ ス に よ り 、親 の 子 育 て 不 安 の 軽 減 に な り 、

児 童 生 徒 の 安 定 し た 登 校 に つ な が る 事 例 も 見 ら れ る 。  

 巡 回 教 育 相 談 は 、各 小 中 学 校 へ 出 向 き 、児 童 生 徒 の 状 況 を

観 察 し た 上 で 、教 員 に 対 し て 、専 門 的 な 立 場 か ら の 具 体 的 な

支 援 方 法 を 助 言 し 、児 童 生 徒 一 人 一 人 に 応 じ た 効 果 的 な 指 導

に つ な げ て い る 。  

 ま た 、昨 年 度 か ら 、新 た な 不 登 校 を 生 じ さ せ な い こ と を 重

視 し 、各 学 校 の 状 況 に 応 じ 、臨 床 心 理 士 を 目 指 す 大 学 院 生 ７

名 を「 心 の 相 談 サ ポ ー タ ー 」と し て 週 ２ 回 派 遣 し 、児 童 生 徒

に 寄 り 添 っ た 相 談 活 動 を 行 う な ど 、き め 細 か な 支 援 に 努 め て

い る 。   

不 登 校 で あ っ た 児 童 が 、サ ポ ー タ ー が 来 る 日 を 楽 し み に 登

校 し 、友 達 と 一 緒 に 活 動 を す る よ う に な る な ど 、人 間 関 係 の

構 築 や 生 活 リ ズ ム の 改 善 に つ な が っ て い る 。  

 

 柏 市 は 、人 口 ４ ２ 万 人 を 超 え 、小 学 校 ４ ２ 校 、中 学 校 ２ ０

校 、高 等 学 校 １ 校 を 設 置 し て お り 、中 学 生 の い じ め の 早 期 発

見 、早 期 対 応 、抑 止 力 を 目 的 と し て 、い じ め の 相 談 、通 報 の

た め の 窓 口 に ア プ リ を 活 用 し た シ ス テ ム を 導 入 し た と 承 知

し て い る 。  

 柏 市 で は 、 本 年 ５ 月 か ら 導 入 し 、 現 在 ま で の 使 用 状 況 は 、

中 学 生 約 １ 万 人 の 内 、 約 ５ ０ ０ 人 が ア プ リ を ダ ウ ン ロ ー ド

し 、８ ５ 件 の メ ー ル に よ る 相 談 等 が あ り 、相 談 の あ っ た 内 容

か ら 学 校 へ の 情 報 提 供 を も と に 、解 決 し た 事 例 も あ る と 聞 い

て い る 。  

 一 方 、 メ ー ル 相 談 は 、 現 在 ６ 人 体 制 で 行 っ て お り 、 今 後 、

相 談 件 数 が 増 え た と き の 人 材 確 保 や 人 件 費 が 課 題 で あ る と

聞 い て い る 。  

 ま た 、 長 野 県 で も LINE 株 式 会 社 と 連 携 協 定 を 結 び 、 相 談

ツ ー ル と し て 県 内 の 中・高 校 生 を 対 象 に ア プ リ の 活 用 を 試 行

し た と 聞 い て い る 。  

 表 に 出 て い な い「 生 徒 の 相 談 し た い 気 持 ち 」の 掘 り 起 こ し

に よ り 、電 話 相 談 に 比 べ て 身 近 な 相 談 内 容 が 増 加 し て い る と

の 報 告 が あ る 。  

 一 方 で 、SNS に よ る 応 対 手 法 の 開 発 が 必 要 で あ っ た り 、SNS

に よ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 限 界 、電 話 相 談 に 比 べ て 文 字 入

力 で 対 応 す る 時 間 や 相 談 員 等 に か か っ た り す る 経 費 が 課 題

と し て あ げ ら れ る 。  

 ま た 、 本 市 の 小 中 学 校 で は 、 SNS 等 に よ る や り と り に つ い

て の 危 険 性 の 指 導 や 、学 校 へ の 持 込 み を 禁 止 し て い る こ と か

ら 、ア プ リ 等 の 使 用 に つ い て は 、学 校 現 場 と の 調 整 が 不 可 欠

で あ る 。  
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（ 再 質 問 ）  

ス ク ー ル ホ ッ ト ラ イ

ン の 相 談 内 容 、件 数 は

ど れ く ら い か 。  

 

普 通 救 命 講 習 及 び

AED に つ い て  

教 職 員 の 受 講 状 況 に

つ い て  

 

 

 

 

 

 

 

 

中 学 生 の 受 講 状 況 に

つ い て  

 

 

 

（ 再 質 問 ）  

小 中 学 校 に 配 備 し て

い る 機 器 の 更 新 予 定

は ど う な っ て い る か 。 

 

屋 外 で Ａ Ｅ Ｄ を 使 用

す る と き 、取 り 出 し や

す く 設 置 さ れ て い る

か 。  

 

（ Ｍ Ｕ Ｋ Ｏ ク ラ ブ  

太 田  秀 明 ） 

多 目 的 グ ラ ウ ン ド に

つ い て  

 

 い じ め の 早 期 発 見 、早 期 対 応 に は 、多 チ ャ ン ネ ル の 相 談 窓

口 を 用 意 す る こ と は 大 変 重 要 で あ る が 、柏 市 、長 野 県 も 取 組

に 着 手 し た と こ ろ で あ り 、 今 後 そ の 状 況 を 注 視 す る と と も

に 、ア プ リ 等 の 使 用 に つ い て 、校 長 会 と 意 見 交 換 し て い き た

い と 考 え て い る 。  

 

【 教 育 長 答 弁 】  

保 護 者 か ら の 子 育 て の 悩 み が 主 で あ り 、い じ め の 相 談 は ほ

と ん ど な い 。い じ め の 発 見 は 、教 員 に よ る も の や 保 護 者 の 訴

え か ら が 多 い 。  

 

【 教 育 部 長 答 弁 】  

中 学 校 教 職 員 に は 全 中 学 校 に AED を 設 置 し た 平 成 ２ ０ 年 度

か ら 、小 学 校 教 職 員 に は 全 小 学 校 に AED を 設 置 し た 平 成 ２ ３

年 度 か ら 、向 日 消 防 署 に お い て 、乙 訓 消 防 組 合 職 員 に よ る 普

通 救 命 講 習 を 実 施 し て い る と こ ろ で あ る 。  

 新 規 採 用 職 員 を は じ め と す る 未 受 講 者 、前 回 の 受 講 か ら ３

年 以 上 経 過 し て い る 者 、中 学 校 体 育 科 教 員 に は 特 に 受 講 を 促

し て お り 、 本 年 度 は ７ ６ 人 の 教 職 員 が 受 講 し た と こ ろ で あ

る 。  

 な お 、平 成 ２ ０ 年 度 か ら の べ ４ ９ ４ 人 の 教 職 員 が 受 講 し て

い る 。  

 

 乙 訓 消 防 組 合 が 開 催 し て い る 普 通 救 命 講 習 を 受 講 し て い

る 中 学 生 は い な い と 聞 い て い る 。  

 な お 、応 急 手 当 及 び 心 肺 蘇 生 方 法 に つ い て は 、保 健 体 育 科

の 授 業 で 学 習 し て い る 。  

 

【 市 長 答 弁 】  

小 中 学 校 の AED の 更 新 は 終 え た と こ ろ で あ る 。  

  

 

 

社 会 体 育 団 体 の 利 用 し て い る 時 間 は 、利 用 で き る よ う に し

て い る と 認 識 し て い る 。  

 

 

 

【 教 育 長 答 弁 】  

ス ポ ー ツ は 、人 生 を よ り 豊 か に 充 実 し た も の に す る と と も

に 、心 身 の 健 康 の 保 持・増 進 や 青 少 年 の 健 全 育 成 な ど 、多 面

に わ た る 役 割 を は た す も の と し て 、大 変 重 要 で あ る と 考 え て

い る 。  
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（ 要 望 ）  

グ ラ ウ ン ド に つ い て

は 、防 災 機 能 を 有 す る

も の と す る こ と か ら 、

教 育 委 員 会 だ け で な

く 関 連 部 署 と も 連 携

し て 、設 置 に 向 け 取 り

組 ん で ほ し い 。  

 

（ 杉 谷  伸 夫 ）  

性 的 多 様 性 に つ い て  

学 校 教 育 の 必 要 性 に

つ い て  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相 談 に つ い て  

 

 

 

 本 市 で は 、 平 成 ２ １ 年 に 「 向 日 市 ス ポ ー ツ 振 興 基 本 計 画 」

を 策 定 し 、健 康 で 心 豊 か に 暮 ら せ る 生 涯 ス ポ ー ツ 社 会 の 実 現

を 目 指 し 、 ス ポ ー ツ の 推 進 に 取 り 組 ん で い る と こ ろ で あ る 。 

 こ う し た 中 、多 目 的 グ ラ ウ ン ド の 整 備 は 、そ の 推 進 を 図 る

上 で 大 変 重 要 で あ り 、「 ふ る さ と 向 日 市 創 生 計 画 」に お い て

も 、防 災 拠 点 と し て の 機 能 を 備 え た 多 目 的 グ ラ ウ ン ド の 整 備

検 討 を 掲 げ て い る 。  

 グ ラ ウ ン ド を 整 備 し て い く に 当 た り 、ま と ま っ た 用 地 の 確

保 が 必 要 と な り 、土 地 所 有 者 の 意 向 は も と よ り 、地 域 の 方 々

の 理 解 と 協 力 が 不 可 欠 で あ る 。  

 加 え て 、周 辺 環 境 の 影 響 へ の 対 応 や 財 源 の 確 保 な ど ク リ ア

す べ き 多 く の 課 題 が あ る が 、生 涯 ス ポ ー ツ の 振 興 と 安 全 な 避

難 場 所 の 確 保 が 求 め ら れ る 中 で 、引 き 続 き 、一 つ 一 つ の 課 題

に つ い て し っ か り と 検 討 を 行 い 、市 民 が よ り ス ポ ー ツ に 親 し

め る 環 境 づ く り に 取 り 組 ん で い き た い と 考 え て い る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 教 育 長 答 弁 】  

全 て の 教 育 活 動 の 基 盤 と な る の は 、互 い の 個 性 や 価 値 観 の

違 い を 認 め 、自 己 を 尊 重 し 、他 者 を 尊 重 す る な ど 豊 か な 感 性

を 育 む 人 権 教 育 で あ る 。  

人 権 の 課 題 や 考 え 方 は 、時 代 と と も に 変 化 し な が ら 今 日 に

至 っ て い る こ と か ら 、学 校 教 育 に お い て も 、児 童 生 徒 の 発 達

段 階 に 応 じ 、教 育 活 動 全 体 を 通 じ て 、人 権 尊 重 の 意 識 を 高 め

る と と も に 、具 体 的 な 態 度 や 行 動 に つ な げ る 実 践 力 を 養 っ て

い る と こ ろ で あ る 。  

 LGBT な ど 性 の 多 様 性 に 関 す る 人 権 課 題 に つ い て は 、該 当 児

童 生 徒 へ の 適 切 な 支 援 と と も に 、全 て の 児 童 生 徒 の 人 権 が 尊

重 さ れ 、誰 も が 自 分 ら し く 生 き る こ と の で き る よ う 、理 解 と

認 識 を 広 げ る 教 育 が 必 要 で あ る と 考 え て い る 。  

 

 本 市 の 教 育 相 談 事 業 に お い て 、 現 在 ま で の と こ ろ LGBT に

関 す る 相 談 は な い 。  

 ま た 、各 学 校 か ら も LGBT の 相 談 が あ る と 聞 い て い な い が 、

日 頃 か ら 教 員 と 児 童 生 徒 と の 信 頼 関 係 づ く り を 大 切 に し 、い
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教 職 員 研 修 と 指 導 計

画 に つ い て  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 再 質 問 ）  

LGBT に つ い て は 、基 本

的 な 理 解 知 識 が 不 可

欠 で あ る 。向 日 市 の 教

職 員 が ど れ く ら い

LGBT 研 修 を 受 講 し て

い る か 把 握 し て い る

か 。  

か な る 理 由 で あ っ て も い じ め や 差 別 を 許 さ な い 指 導 を 徹 底

す る こ と に よ り 、不 安 や 悩 み を 抱 え る 児 童 生 徒 が い つ で も 教

員 に 相 談 で き る 体 制 づ く り に 努 め て い る と こ ろ で あ る 。  

 各 学 校 が LGBT 等 の 相 談 を 受 け た 際 に は 、 該 当 児 童 生 徒 や

保 護 者 の 意 向 を 尊 重 す る と と も に 、医 療 機 関 な ど の 専 門 機 関

と 連 携 を 図 り 、 専 門 的 な 知 見 を 生 か し た 支 援 を 受 け な が ら 、

心 理 的 支 援 や ケ ア を 行 う な ど 、き め 細 か な 対 応 が 必 要 で あ る

と 考 え て い る 。  

 ま た 、服 装 や 更 衣 室 、ト イ レ 等 、各 場 面 で の 支 援 に つ い て

は 、具 体 的 対 応 事 例 等 を 示 し た 文 部 科 学 省 作 成 の 性 同 一 性 障

害 や 性 的 指 向・性 自 認 に つ い て の 教 職 員 向 け パ ン フ レ ッ ト を

配 布 し 、 性 同 一 性 障 害 等 に 係 る 児 童 生 徒 へ の 対 応 に つ い て 、

教 職 員 の 理 解 促 進 を 図 っ て い る と こ ろ で あ る 。  

 

 教 職 員 は 、自 ら 高 い 人 権 意 識 を 持 ち 、人 権 教 育 を 実 践 す る

こ と が で き る よ う 、本 市 の 教 職 員 研 修 会 や 各 学 校 に お け る 校

内 研 修 会 、さ ら に は 、毎 年 、夏 季 休 業 中 に 実 施 さ れ る 乙 訓 人

権 教 育 研 究 会 等 を 通 し て 、様 々 な 人 権 問 題 や 人 権 教 育 に 関 す

る 認 識 の 深 化 と 指 導 力 の 向 上 に 取 り 組 ん で い る と こ ろ で あ

る 。  

 さ ら に 、 本 年 ２ 月 に 勝 山 中 学 校 が 実 施 し た 学 校 保 健 会 に

は 、教 職 員 、保 護 者 、学 校 医 に 加 え 、広 く 他 校 の 教 員 も 参 加

し 、 LGBT の 方 を 講 師 と し て 講 演 を し て も ら い 、 LGBT や 性 の

多 様 性 に つ い て 参 加 者 の 理 解 を 得 ら れ た と 聞 い て い る 。  

 ま た 、 現 在 、 各 学 校 で は LGBT に 関 す る 教 育 を 年 間 指 導 計

画 の 中 に は 位 置 付 け て い な い が 、 児 童 生 徒 の 状 況 等 を 踏 ま

え 、今 日 的 な 人 権 課 題 と し て 、そ の 取 扱 い に つ い て 、校 長 会

と 協 議 し て い き た い 。  

 今 後 に お い て は 、 教 職 員 が LGBT に つ い て の 認 識 を 深 め 、

指 導 力 を 向 上 さ せ る た め の 研 修 会 を 充 実 さ せ る と と も に 、児

童 生 徒 が 性 の 多 様 性 を 認 め 、互 い に そ の 人 権 を 尊 重 し 、個 性

と 能 力 を 十 分 に 発 揮 で き る 社 会 の 実 現 に 向 け 、自 他 と も に 大

切 に で き る 、し っ か り と し た 人 権 感 覚 を 持 つ 児 童 生 徒 の 育 成

に 努 め て い き た い 。  

 

【 教 育 長 答 弁 】  

受 講 数 に つ い て の 調 査 は し て い な い 。今 後 、現 状 を 踏 ま え

て 研 修 の 充 実 に 努 め た い 。  
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（ 要 望 ）  

積 極 的 に 研 修 等 に 取

り 組 ん で ほ し い 。  

 

（ 日 本 共 産 党 議 員 団  

山 田  千 枝 子 ） 

第 ４ 向 陽 小 学 校 及 び

寺 戸 中 学 校 に つ い て  

児 童 数 の 推 移 に つ い

て  

 

 

 

第 ４ 向 陽 小 学 校 の 来

年 度 の 受 入 れ に つ い

て  

 

 

 

 

 

 

 

通 学 の 保 障 に つ い て  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 向 小 教 室 不 足 対 策

 

 

 

 

 

【 教 育 長 答 弁 】  

第 ４ 向 陽 小 学 校 の 今 後 の 児 童 数 の 推 移 に つ い て は 、増 加 す

る こ と が 見 込 ま れ 、平 成 ３ ０ 年 度 に ６ ３ ３ 名 、３ １ 年 度 に ６

５ ４ 名 、３ ２ 年 度 に ６ ９ ４ 名 、３ ３ 年 度 に ７ ３ ８ 名 、３ ４ 年

度 に ８ ０ ２ 名 と な る 見 込 み で あ る 。  

 ま た 、 寺 戸 中 学 校 に つ い て は 、 平 成 ３ ０ 年 度 に ４ ９ ５ 名 、

３ １ 年 度 に ５ ０ １ 名 、３ ２ 年 度 に ４ ９ １ 名 、３ ３ 年 度 に ４ ７

２ 名 、 ３ ４ 年 度 に ４ ７ ９ 名 と な る 見 込 み で あ る 。  

 

 来 年 度 、特 別 支 援 学 級 を 除 く 学 級 数 は ２ １ ク ラ ス に な る と

見 込 ん で お り 、現 在 の １ ９ ク ラ ス か ら 普 通 教 室 が ２ 教 室 必 要

と な る 。  

 こ の た め 、現 在 、校 長 と 協 議 を 行 い 、平 成 ３ １ 年 度 の ２ ２

ク ラ ス ま で は 、既 存 の 施 設 で 教 室 の 用 途 を 変 更 す る こ と に よ

り 、 児 童 の 受 入 れ を 行 う よ う 調 整 し て い る と こ ろ で あ る 。  

 ま た 、グ ラ ウ ン ド 及 び 特 別 教 室 に つ い て も 、利 用 時 間 帯 の

調 整 や 教 室 の 用 途 変 更 等 に よ り 、児 童 の 学 習 や 生 活 に 支 障 が

生 じ る こ と の な い よ う 、 調 整 を し て い く 。  

 

 寺 戸 町 向 畑 に つ い て は 、そ の 全 域 を 、ま た 、笹 屋 ・ 小 佃 に

つ い て は 阪 急 線 以 西 を 、そ れ ぞ れ 第 ６ 向 陽 小 学 校 及 び 西 ノ 岡

中 学 校 の 通 学 区 域 に 指 定 し て い る 。  

 こ れ ら の 地 域 か ら 、第 ４ 向 陽 小 学 校 及 び 寺 戸 中 学 校 に 就 学

す る 児 童 生 徒 に つ い て は 、「 通 学 区 域 の 弾 力 化 制 度 」の う ち 、

「 希 望 校 制 度 」 を 利 用 し て 就 学 し て い る も の と 考 え ら れ る 。 

 「 希 望 校 制 度 」に よ る 学 校 の 選 択 は 、児 童 生 徒 の 希 望 や 通

学 条 件 、人 間 関 係 、特 別 支 援 教 育 な ど 、理 由 の 如 何 を 問 わ ず 、

個 々 の 状 況 に 応 じ て 行 う も の で あ る が 、一 方 で 、地 域 に 根 差

し た 学 校 の 維 持 と い う 観 点 も 考 慮 し 、無 制 限 に 弾 力 化 を 許 容

す る も の で は な く 、当 該 年 度 の 就 学 予 定 人 数 の １ 割 程 度 と い

う 一 定 の 制 限 を 設 け て 運 用 を し て き た と こ ろ で あ る 。  

 こ の 制 限 に つ い て は 、市 内 の ど の 学 校 に お い て も 、同 じ 基

準 に よ り 運 用 し て い る こ と か ら 、申 請 者 に 不 公 平 感 を 与 え る

こ と の な い よ う 、今 後 も 、制 度 内 容 の 周 知 を し っ か り と 行 う

と と も に 、「 希 望 校 制 度 」の 申 請 に 当 た っ て は 、保 護 者 に そ

の 趣 旨 を 丁 寧 に 説 明 し 、 理 解 を 得 ら れ る よ う 努 め て い く 。  

 

【 教 育 長 答 弁 】  



15 

及 び 寺 戸 中 に つ い て  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 再 質 問 ）  

来 年 度 転 用 予 定 の ２

ク ラ ス は 具 体 的 に ど

こ か 。ま た 、転 用 し た

教 室 の 振 替 え 等 は ど

う 考 え て い る の か 。  

 

（ 要 望 ）  

教 室 の 配 置 を で き る

限 り 早 急 に 示 し て ほ

し い 。  

第 ４ 向 陽 小 学 校 の 教 室 確 保 に つ い て 、校 舎 の 増 築 等 に 係 る

調 査 及 び 設 計 の た め の 経 費 は 、新 年 度 予 算 の 中 で 要 望 し て い

き た い と 考 え て い る 。  

 一 方 、寺 戸 中 学 校 に つ い て は 、平 成 ３ ４ 年 度 ま で の 推 計 結

果 に お い て は 、ク ラ ス 数 が 増 加 す る 見 込 み は な く 、当 面 、現

在 の 施 設 で 対 応 で き る も の と 考 え て い る 。  

 小 中 学 校 に お け る 校 舎 の 増 築 等 に つ い て は 、 こ れ ま で 同

様 、学 校 設 置 者 で あ る 行 政 が 責 任 を も っ て 施 設 整 備 を す る べ

き も の で あ り 、 検 討 委 員 会 の 設 置 等 の 考 え は な い 。  

 増 築 等 を 実 施 す る に あ た り 、 多 額 の 費 用 を 要 す る こ と か

ら 、国 庫 補 助 制 度 な ど 財 源 を 確 保 す る 必 要 が あ り 、ま た 、こ

れ か ら の 少 子 化 社 会 を 見 据 え て 、市 内 の 学 校 施 設 全 体 の 在 り

方 を 踏 ま え た 長 期 的・広 域 的 な 視 野 で の 検 討 を し て い か な け

れ ば な ら な い と 考 え て い る 。  

 今 後 、 児 童 生 徒 の 受 入 れ に 支 障 が 生 じ る こ と が な い よ う 、

し っ か り と 取 り 組 ん で い く 。  

  

【教育長答弁】  
児童数も見込みの段階で確定していないため、現在、校長と調整中

である。  
 
 
 

 
 

 

 



諸報告資料

平成30年度 通学区域の弾力化制度実施結果について（報告）

平成29年12月26日
教育部学校教育課

１ 制度の概要

（１）調整区域制度（平成14年度入学者から実施）
同じ小学校区の中で、二つの中学校区に分かれている場合、どちらの中学

校でも選択可能とする。

（２）部活動制度（平成14年度入学者から実施）
向日市立中学校３校のうち１校にしか設置していない部で、教育委員会が

指定する部への入部を前提に、学校の選択を可能とする。

学校名 部 活 動 名

勝山中学校 体 操 部

西ノ岡中学校 水 泳 部

寺戸中学校 バドミントン部、吹奏楽・マーチングバンド部

（３）希望校制度（平成16年度入学者から実施）
市内のどこからでも、理由の如何にかかわらず、保護者や児童生徒の希望

により、入学したい学校の選択を可能とする。
ただし、希望校制度での受入れ人数の上限は、各校の入学予定者数の１割

程度とし、希望者が多い場合は抽選。

２ 申請の状況

申 請 期 間：平成29年11月27日（月）～12月８日（金）
※人数はいずれも届け出数届出児童生徒数

区 分 制 度 H30 H29 H28

小 学 校 希 望 校 41 46 54

調 整 区 域 18 13 22

中 学 校 部 活 動 8 13 6

希 望 校 21 30 28

平成30年度の希望校制度に係る抽選については、実施せず。



順位
1位
2位
3位
4位
5位
6位
7位
8位
9位
10位
11位
12位
13位
14位
15位
16位
17位
18位

順位 記録 順位 記録 順位 記録
向陽 16位 36.37.42 14位 35.59.77 5位 34.29.37

２向小 3位 34.18.93 17位 37.32.95 15位 35.27.05
３向小 9位 35.16.33 16位 36.25.54 14位 35.20.14
４向小 10位 35.17.31 11位 35.24.55 16位 35.47.06
５向小 12位 35.51.53 2位 33.51.98 9位 35.00.64
６向小 11位 35.33.42 7位 34.55.39 18位 36.51.64

36.11.86
36.17.28
36.37.42
36.42.54
36.45.01

第二大山崎小学校
向陽小学校

大山崎小学校
長岡第九小学校

記録
33.26.85
34.04.03
34.18.93
34.38.25
34.49.31
34.53.35
35.04.34
35.09.83
35.16.33
35.17.31
35.33.42第６向陽小学校

第５向陽小学校
長法寺小学校

長岡第三小学校

学校名
長岡第八小学校

神足小学校
第２向陽小学校
長岡第五小学校

諸報告資料

学  校  教  育  課  

平成29年度乙訓ふるさとふれあい駅伝大会結果について（報告）

平成２8年度

35.51.53
36.08.62

平成２７年度平成２９年度

長岡第四小学校
長岡第十小学校
長岡第六小学校
長岡第七小学校
第３向陽小学校
第４向陽小学校



諸報告資料 

 

第１６回小中学生読書感想文コンクール表彰式について（報告） 

 

平成２９年１２月２6 日   

図 書 館  

 

作品募集 １７８ 人 

市長賞 ４人 教育長賞 ４人 優秀賞 ４人 

※ 入賞作品は、読書感想文コンクール入賞作品集「心に残った１冊の本」として

発行します。 

※ 今回は、応募者全員に図書館で作成した読書手帖をお渡しします。 

 

表彰式 

日時：平成３０年１月６日（土） 

場所：文化資料館 研修室 

 

 

開催趣旨  

・児童生徒が本に親しむ機会をつくり、読書の楽しさ、すばらしさに気づかせ、

読書の習慣化を図る。 

・感じたことを文章に表現することをとおして、感性を磨き、表現力を高め、創

造力を豊かなものにする。 

・児童生徒の作品を発表する機会をつくる。 

・市立図書館、学校図書館の利用促進を図る。 

 

応募資格 

向日市内に居住又は通学する小学生・中学生 

 

募集期間 

平成２９年９月１０日～３０日 


